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今年度の進路だより《第１号》ができあがりました。今回は、進路に関する行事・活動、進路に関する願いア

ンケートのまとめ、「先輩を訪ねて」の様子などについてお伝えします。今年度も進路だよりが、保護者のみな

さまに「知りたい情報」をお伝えできる機会になればと思います。 

 

今年度の進路に関する行事・活動 
お子さまの進路について、本人・保護者と学校が共に考えていくために、進路に関する様々な行事・活動を計

画しました。今後の社会情勢等で、変更もあります。御理解、御協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

月 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

４ 

 

進路指導についての説明１１日（各学部）、本人・保護者の願いアンケート 

進路指導説明会2８日（ＺＯＯＭ） 、個別教育相談２０日、２１日 

 進路相談希望調査（高等部1,2年生） 現場実習先最終確認調査 

５  進路相談（高等部1,2年生） 

5月２日～６月３日 
 

 卒業生の進路先訪問(5月～6月の間に生活班で実施) 

６ 現場実習壮行会（全校集会で紹介） 春の現場実習２週間 

（１３日～２４日） 

７  高等部体験  

個別教育相談（中学部２，３年生進路相談会）（１３日～１４日） 

夏季 

休業中 

事業所見学会：7月２５日～２８日 福井圏域・坂井圏域（小６、中１、高１保護者に限定して実施） 

 事業所見学、ミニ体験 夏季休業中の事業所見学・体験実習 

 求職登録（一般就労、就労継

続支援Ａ型希望者） 

９  実習先希望調査・決定  

実習関係書類の提出 
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現場実習

壮行会 

( 全校集

会) 

現場実習壮行会(全校集会) 

 

職業ガイダンス（１２日の予定） 

(高等部生活1班の生徒・中高保護者)  
個別教育相談（１２日～１３日） 
☆現場実習３週間（１０月２４日～１１月１１日） 

 高等部１年生は学校実習１週間、現場実習２週間 

現場実習壮行会(全校集会) 
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校外学習校

外学習（現場

実習先見学） 

現場実習先見学（ニーズ別に分散して実施） 

 

 

 

労働局・ 

ハローワーク実習 

（希望者） 

面接、履歴書作成等(一般就労、就

労継続支援Ａ型就労内定者） 

進路に関する学習会（５日）保護者対象 
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  事業所体験実習 

１１月２８日～１２月１６日 

（授業日に分散して実施） 

中学部事業所体験実習報告

会 

福祉サービス利用内定者自立支援給付手続き（区分認定調査・相

談支援専門員との話し合い、申請） 

個別教育相談（７日～８日） 

１ 中学部体験  

進路だより  
福井大学教育学部附属特別支援学校 進路指導部 

 

《第１号》    ２０２２．７．１９ 
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２  高等部体験 

(９日) 

 サービス調整会議・移行支援

会議（一般就労内定者） 

３ 

 

個別教育相談（１日、２日） 高２進路相談（１日～３日） 

※高等部高等部２年生は次年度の春の現場実習先を決定する。就労アセスメントが必要な生徒は、春の実習までに福祉サービス

利用手続き（相談支援専門員を決める、移行支援事業所と契約する）を行う。 

 事業所利用手続き（福祉サー

ビス利用内定者）雇用契約手続

き(一般就労内定者) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

進路に関するアンケートＱ＆Ａ  
●今年度の本人・保護者の願いアンケートからいただいた保護者の声についてできる限りお答えします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★夏季休業中の事業所体験・現場実習について 

  高等部は数日の体験実習を行い、その中から秋の現場実習先を決定します。受け入れ先の事業所には、学校よ

り体験実習の依頼を行います。中学部は、１１月２９日～１２月１７日にかけて実施予定です。 

★進路学習会について 

  学習会では、様々な制度や福祉サービスなどについて学んだり、卒業した先輩・保護者との話し合いを行った

りすることで、現在及び卒業後の生活を考える機会とします。 

★高等部の現場実習について 

  10月に高等部全員が現場実習を行います。期間については、高２,３生は３週間、高１生は２週間の予定です。

また、中学部が現場実習先見学会を行う予定をしています。 

★相談支援専門員とのケース会議について 

  福祉サービスを利用する場合、相談支援事業所が計画相談を行うことになっています。卒業時には、相談支援

事業所が行うサービス調整会議に学校も対応していきます。但し、さらに具体的な支援について話し合う必要

がある場合は、個に応じてケース会議を学校で開き、現在の生活の充実及び卒業後への移行を共に考えていき

ます。 

Ｑ：将来の余暇につながる活動を探したい。 

Ａ：スポーツや絵など本人の好きな事から活動の場を拡げていくのも一つかもしれません。余暇活動は

働く場と同じくらい大切です。進路相談、教育相談等でも話題にしている項目です。本人に合う場

所を一緒に考えていきましょう。ふくいスポーツクラブ、あとりえ風（絵画教室）などは本校とも

つながりのある場所で、卒業生も多数利用しています。 

  コムサポートプロジェクトという障害をもった方の自立をサポートする NPO 法人があります。そ

の法人が行っている「いこっさ、やろっさ」というプロジェクトは、本人のやりたいことを支援者

と一緒に実現するというもので、友達と一緒に利用も可能のようです。このようなプロジェクトを

活用するのも一つかもしれません。(事業所はAOSSAの３階にあります。) 
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※就労形態説明表 

 
一般
いっぱん

就労
しゅうろう

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

A型
がた

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

B型
がた

勤務
きんむ

時間
じかん

（一例
いちれい

） ８：３０～１７：１５ ９：００～１４：００ ９：００～１６：００ ９：００～１６：００

給料
きゅうりょう

（工賃
こうちん

）
7万円

まんえん

～１０数万
すうまん

円
えん

程度
ていど

（会社
かいしゃ

によって幅広
はばひろ

い）
7万円

まんえん

程度
ていど

0円
えん

～2万円
まんえん

程度
ていど

2万円
まんえん

程度
ていど

通勤
つうきん

手段
しゅだん

休日
きゅうじつ

会社
かいしゃ

によってちがう　週
しゅう

２日
ひ

がほとんど。シフト制
せい

で平日
へいじつ

休
やす

みのところもある。

サポートしてくれる人
ひと

ジョブコーチ（基本
きほん

は３か月
げつ

）

ふっとわーく

地区
ちく

相談
そうだん

支援
しえん

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

（相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

）

その他
ほか

ステップアップを目指
めざ

し、２

年間
ねんかん

仕事
しごと

の力
ちから

をつけていく場
ばしょ

所。パソコンの勉強
べんきょう

するとこ

ろ、仕事
しごと

をしながら力
ちから

をつけ

ていくところ、様々
さまざま

です。

高等部
こうとうぶ

卒業後
そつぎょうご

すぐに利用
りよう

する

場合
ばあい

は、３年生
ねんせい

の春
はる

の実習
じっしゅう

で

就労
しゅうろう

アセスメントを行
おこな

う必要
ひつよう

がある。

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

（サービス等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

という、それぞれに合
あ

ったプランを立
た

て、随時
ずいじ

更新
こうしん

しながらサポート

してくれる）

基本的には自力
じりき

通勤
つうきん

（自家用車
じかようしゃ

通勤
つうきん

）

保護者
ほごしゃ

送迎
そうげい

事業
じぎょう

所
ところ

バス

自力
じりき

通勤
つうきん

週２日
しゅう２か

の土日休
どにちやす

みがほとんど。しかし、業種
ぎょうしゅ

によっては、土日
どにち

ではなく平日休
へいじつやす

みのところも

ある。

基本的
きほんてき

には最低賃金
さいていちんぎん

が保障
ほしょう

される。（雇用
こよう

契約
けいやく

を結
むす

ぶ）

★労働
ろうどう

保険
ほけん

の加入
かにゅう

雇用
こよう

保険
ほけん

（1週間
しゅうかん

20時間
じかん

以上
いじょう

）、労災
ろうさい

保険
ほけん

（全員
ぜんいん

加入
かにゅう

）

★社会
しゃかい

保険
ほけん

の加入
かにゅう

健康
けんこう

保険
ほけん

、厚生
こうせい

年金
ねんきん

保険
ほけん

（基本的
きほんてき

には１週間
しゅうかん

30時間
じかん

以上
いじょう

で加入
かにゅう

、会社
かいしゃ

の規模
きぼ

に

よって違
ちが

うので、企業
きぎょう

に確認
かくにん

が必要
ひつよう

）  

Ａ：中学部２、３年 事業所体験実習１日 

高等部1年 夏休み体験実習→秋の現場実習３週間（学校実習１週間、現場実習２週間） 

高等部２年 夏休み体験実習→秋の現場実習３週間 

  高等部３年 春の現場実習2週間→秋の現場実習3週間 

  高等部３年の秋の現場実習では、次年度の４月からの生活を見越した実習にできると理想的です。

通勤の仕方、仕事の内容、休憩時間の過ごし方など、細かなところまで確認した上で進路を決定し

ていきます。 

  一般就労、就労継続支援Ａ型に就労する場合は、ハローワークに登録（求職登録）し、面接等の 

試験を経て内定が決まり、２月頃に移行支援会議で引継ぎを行います。就労継続支援Ｂ型、就労移

行支援、生活介護等は２月にサービス調整会議を行ない、引継ぎや4月からの生活について、具体

的に話をします。 

  就労後の先輩たちは、社会人として立派に働いています。企業や事業所での経験を通して、言葉 

遣いや態度面もより大人になっていきます。ただし、コミュニケーション面や自分が求める仕事

内容との相違などで離職した卒業生もいます。そういった方は支援者のサポートを得て求職活動

をしていきます。必要な場合は進路ケース会議を行います。 

  1日の過ごし方は様々ですが、企業では８：３０～１７：００頃まで働きます。ただし、最近では

精神障害者雇用への就労促進も進んできており、短時間勤務からスタートし、勤務時間を徐々に延

ばしていくといった雇用形態を認める企業が増えてきています。 

Ａ型だと９：００～１４：００くらい、Ｂ型、就労移行だと９：００～１６：００頃まで働く形が

多いです。休憩時間は午前、午後ともに1回と昼食休憩１時間程度をとっている所がほとんどです。 

Ｑ：就労までの流れ、就労後の様子や１日の過ごし方について知りたい。 
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～先輩を訪ねて～ 
 

 

 

 

 

 

「生活１班Ａグループ」 

A先輩『コメリパワー坂井店』を訪ねて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年は、クラスごとに行っている「先輩を訪ねて」ですが、今

年度は生活班ごとに行いました。実際に職場の見学や先輩の働

いている姿を見学し、質問をしたり、事業所の方のお話を聞い

たりすることができました。先輩達は、卒業して２ヶ月弱です

が、社会人らしく落ち着いて仕事に取り組み、自分の仕事に誇

りを持ち頑張る様子がうかがえました。 

 

「コメリパワー坂井店」に就労した Aさんにインタビューしました。「コメリパワー坂井店」は一般就労で Aさんは
障害者雇用枠で働いています。園芸品コーナーの品出し、前出し、水やり、ポップ作りなどをしています。 
１か月間、４時間の短時間勤務で慣らしてから、今は６時間勤務で頑張っています。「A さんの接客が気持ち良かっ
た」とお店に口コミが入り、店長さんに褒められていました。 
 

《インタビュー》◎Aさん 

◆Ｑ.仕事の楽しみはどうやって見つけましたか？ →給料がもらえるのが楽しみ。 

（楽しい仕事は水やりの仕事、得意なのはポップ作り） 

◆Ｑ.仕事で話せる人はできましたか？ →３人くらいできました。 

                 （２０代、３０代、４０代それぞれにできた。） 

                 （世間話、仕事の話などコミュニケーションはよくとる） 

◆Ｑ.お金を貯金していますか →１か月だいたい５万円貯金している。 

                 （１万円くらいは自分の好きな物を買っている。）  

◆Ｑ.車の免許をとろうと思った理由はなんですか？ →福井県では車がないと不便。通勤でも、

遊びでも、あったほうが便利。 
◆Ｑ.学校の「仕事」の時間に身に付けた力は？ →コミュニケーション力、忍耐力、メモをと

る力 

Ｑ：いつ何時、親に何かあるかわからないので、親なき後を見据えていきたいと思っている。 

Ａ：今からできることというと、進路相談や教育相談等の機会に、相談支援専門員さん、放課後等

デイサービスの職員さん、教員等、本人に関わる支援者みんなで、今の本人の姿、少し先の姿、

もう少し先の将来の姿をイメージしながら、具体的に今何をしておくと良いのか、親亡き後は

どうしていくかなどを語り合うことが大切ではないかと考えます。本校では中学部２年生から

進路相談を行いますので、実習のこと、医療に関すること、余暇に関することなど、将来の生

活に必要な事柄について確認しています。遠い将来のことはイメージできないと思われるかも

しれませんが、少しずつ話しておくことは大切です。御家族だけで抱え込むことなく、福祉サ

ービスの力も借りながら支援をすすめられると良いと思います。 

  11月の学習会では障害年金や福祉制度などの知っておくと良い話題を取り上げて実施してい

ます。ぜひご参加いただき、親なき後を見据えた取り組みを一緒に考えていきましょう。 
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B先輩『ベジテラス』を訪ねて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活１班Ｂグループ 

C先輩 「業務支援室」を訪ねて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月23日(月)、Cさんの職場である「福井大学業務支援室」(一般就労)へ見学に行きました。C さ

んは、大学内にある放置自転車の撤去作業に取り組んでいました。職場の先輩の指示に従いながらテキ

パキと作業していました。作業を見せてもらった後に、Cさんに質問する時間を設けていただきました。

CさんはＢグループの生徒の突っ込んだ質問にも丁寧に、また真剣に答えてくれていました。Cさんの

働く姿を見たり話すことを聞いたりした後、学校での振り返りでは「C君はとても大人になっていてか

っこよかった。僕もあんなふうになりたい。」、「C君はすごく成長したな。」、「とても頑張ってい

るな。」と話していました。 

仕事をしている様子を見つめられて少し緊張気味のCさんでしたが、後輩に頑張っている姿をしっか

りと見せてくれました。また、本校に以前勤務されていた先生もいらっしゃり、懐かしい先輩や先生方

に会えて、Ｂグループの生徒たちもとても喜んでいました。 

《インタビュー》◎Cさん 

◆Ｑ．難しい仕事はなんですか？→草取りをした後の草集めが大変。毎日しなければならないし、

大量の草を集めないといけないから。 

◆Ｑ．家事は何をしていますか？→お皿洗いをしている。 

◆Ｑ．休日は何をしています？→寝たり散歩をしたりしています。友達は自分が休みの日が仕事だ

ったりして忙しいので、声を掛けるのは控えている。 

◆Ｑ．車の免許はとりましたか？→取れてない。社会人の生活に慣れてから、取ろうと思っている。 

◆Ｑ．給料は何に使っていますか？→自分の欲しいもののために貯金している。(パソコンや旅行) 

「ベジテラス」に就労したBさんにインタビューしました。「ベジテラス」は就労継

続支援Ａ型で、洗い物、製菓、メニューの挿絵として使う切り絵作り、ランチの下準

備等の仕事をしています。仕事班の時に得意としていた切り絵の仕事が、職場でも活

かされており、とても素敵でした。現在は９：３０～１４：３０までの４時間勤務（休

憩１時間）で、今後５時間、６時間と時間を延ばしていったり、一般就労へのチャレ

ンジも視野に入れて頑張っているとのことです。 

《インタビュー》◎Bさん 

◆Ｑ.仕事のやりがいはなんですか？ →「新しいことを覚えることです。今は色々な仕事を覚

えている段階です。楽しいのは製菓の仕事です。」 

◆Ｑ.友達はできましたか？ →「職場なので友達というか同僚。 仲良くはやれているし、うま

くやっていくコツについては友達付き合いと一緒かも。」 

◆Ｑ.給料で買いたい物はありますか。 →ちょうど昨日給料をもらったところ。コスメ（化粧

品）や将来は車が欲しいと思っている。 

◆Ｑ.仕事から帰ってきたら何をしていますか。 →自動車学校に通う。Youtubeを見る。休みの

日は友達とショッピングに行くことも。 

                   

◆Ｑ.将来の夢は何ですか？ →一般就労したい。パン屋さんやケーキ屋さんを考えている。 
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生活 3班  

    D先輩『虹の会』を訪ねて 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

《インタビュー》◎Dさん 

◆Ｑ.虹の会は 楽しいですか？→楽しいです。 

◆Ｑ.仕事は大変ですか？    →大変です。 

◆Ｑ.お給料をもらいましたか？ →もらいました。 

                今は 3,000 円くらいです。その中から 300円もらいました。 

◆Ｑ.どうやって通ってますか？→電車で通っています。 

◆Ｑ.休みの日は何をしていますか？→吉本を見たり、動画を見たりしています。 

 

 

 

 

6 月 8 日（水）に、D さんが仕事をする「虹の会」の見学に行きました。「虹の会」は就労継続支援Ｂ型

事業所で、袋詰めやシール貼り、箱折りなどの仕事をしています。見学後のインタビュータイムには「仕事

は大変だけど、虹の会は楽しい。」「電車で自分で通勤している。」などと教えてくれました。また、事業

所の方からは、Dさんが仕事を頑張っていることやお給料は少しずつ上がっていくことなどを教えていただ

きました。生徒たちは、２ヶ月前まで学校で一緒に過ごしていた仲間が、しっかり働く姿を実際に見て、自

分たちも卒業したら働くということを少し実感できたのではないかと思います。 


